平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	公明党室蘭市議会

	議員名
	細川　昭広、砂田　尚子、柏木　隆寿

	調査実施年月日
	平成２３年１１月１５日（火）

	調査先　自治体名等
	福井県　坂井市

	調査項目
	まちづくり協議会について
みくに地区まちづくり協議会～わがまちエコ来店事業について

	調査目的
	①まちづくり協議会の設立目的と予算付け、活動内容、課題について
②みくに地区まちづくり協議会で実施しているコミュニティバスを活用した、みくに商店街へのエコ来店促進事業について

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　９４，４１４人（Ｈ２３．４．１現在）　　　行政面積：　２０９．９１ｋ㎡
２　視察内容
（1） 坂井市は旧三国町、丸岡町、春江町、坂井町がH18年4月に合併してできた市の為、新たなまちづくりは市民と行政が協働で行うべきとの方針から、各地域の課題について住民が主体的に取組むよう公民館単位でまちづくり協議会を設立してもらい、予算も措置し各協議会ごとに住民の課題を検討してもらい、まちづくりに取組んでもらう。現在23の協議会があるが公民館単位の為、戸数が103戸から2,483戸と差があり、それにともない活動内容も差がある。H22年度予算では一般事業分（区域内戸数で1000戸未満：60万円、2000戸未満：80万、2000戸以上：100万円支給）1,720万円、特別事業分（1事業＝50万円：1協議会2事業まで）が1,540万円の市全体であわせて3,260万円措置している。ちなみにH23年度予算額は4,200万円となっており、参加団体は地域の自治会、NPO、商店会、企業など。

（2） 市内では3バス事業者が計16ルートでコミュニティバスを運行している。運行日は平日のみで料金は一般成人：200円小中高生、65歳以上の高齢者、障がい者及び介添え者：100円、就学前乳幼児：無料で別ルートへの乗り継ぎは同額運賃が追加でかかる。三国商業振興協同組合が発行している「かにカード」に商品購入時だけでなく、歩きや自転車での来店やレジ袋を断る等のCo2削減でエコポイントがつく仕組みを作っていたが同組合とコミュニティバス運行事業者、三国地区まちづくり協議会が連携し500万円相当の満点かにカードと800円分のコミュニティバス券を交換できるようにして「エコポイントが人と町をつなぐ」をキーワードに日常の買い物からはじまるエコ来店事業を押し進めている。なお、差額の300円はまちづくり協議会と三国商業振興協同組合で負担を折半している。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	（１）　協議会の今後の課題は高齢化率が各地域35％～40％近いので①若い世代の参画②人材の確保・育成③行政支援体制の充実④情報発信　　　　　⑤小規模協議会の合併とのことでした。支給総額の1/5以内は翌年度に繰越可とする取組みは行政として柔軟な発想と感じました。本市は事業に対してまちづくり協議会を設立する方向性であるが、町会・自治会が人材難であることから地域コミュニティを守るための示唆とは考えられる。

（２）エコ来店事業は自動車保有台数率日本一の福井県でエコポイントを付加する取組みでCo2削減とともに公共交通の利用促進で地域の足を守ることにもつながり形を変えて本市の買い物難民対策に活かせるのではないかと感じた。


